
常任委員会審査から
議論になった点について、委員長報告の要旨や

審査・調査項目を掲載

委員長報告は市議会ホームページに

掲載しています。
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11日 議会運営委員会

８日 大都市行財政制度調査特別委員会

10月６日 新型コロナウイルス感染症対策等調査特別委員会

16日 ８月定例市議会閉会

15日 議会運営委員会

14日 総務委員会

13日
保健福祉・協働、市民・産業、都市・環境、

子ども・文教委員会

７日 議会運営委員会

～10日

９月６日
31人の議員による個人質問

31日 ８月定例市議会開会

27日
総務、保健福祉・協働、市民・産業、都市・環境、

子ども・文教委員会および同協議会

26日 議会運営委員会

24日 議会運営委員会

８月６日 大都市行財政制度調査特別委員会

16日
地域・まちなか未来づくり、

SDGs・脱炭素社会調査特別委員会

７月14日 移住定住・子育て調査特別委員会

市議会日誌 (令和３年７月13日～10月11日)

３

総務委員会 都市・環境委員会

保健福祉・協働委員会

市民・産業委員会

決算を各常任委員会で審査

令和３年度岡山市一般会計補正予算（第４号）

についてほか１件の議案が付託され、令和３年

度岡山市一般会計補正予算（第４号）について

は、一部の委員から反対があり賛成多数で、製

造請負契約の締結については、全会一致で原案

のとおり可決ならびに同意すべきものと決定し

た。

子ども・文教委員会
―生活困窮世帯等の子どもに行う訪問・リモー

ト型の学習支援の定員を60人から90人に―

（主な審査項目など）

・令和３年度岡山市一般会計補正予算について

・製造請負契約の締結について（多重無線ネットワーク

　更新に係る機器等一式）　など

令和３年度岡山市一般会計補正予算（第４号）

についてほか５件の議案が付託され、全会一致

で原案のとおり可決ならびに同意すべきものと

決定した。

令和２年度の一般会計、特別会計、企業会計の

決算および剰余金処分議案が令和３年８月定例

市議会に提案されました。

これらの決算等は本会議閉会中に審査し、11月

定例市議会で結果を報告する予定です。

（主な審査項目など）

・岡山市卸売市場経営戦略および岡山市卸売市場個別施設

　計画の策定状況について

・岡山市文化芸術基本条例（仮称）の素案について

・岡山市区役所支所及び地域センター設置条例の一部改正

　について

・スマートフォン決済ポイント還元事業について

・中小企業事業継続相談事業　など

希望する方に支援が届く仕組みができているか。

子どもの学習サポート事業を拡充

（主な審査項目など）

・新型コロナウイルス感染症対策事業

・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業　など

（主な審査項目など）

・指定管理者の指定について

・市道路線の認定について　など

（主な審査項目など）

・岡山中央中学校区公民館（仮称）整備事業

・子どもの学習サポート事業 (集合型 )　など

福祉事務所、市立小・中学校等を通じ支援が必

要と見込まれる世帯へ案内し、支援している。

―東区山南学区の小・中学校を再編し、令和４

年４月に県内初の義務教育学校となる山南学園

を開校―

山南学園の取り組みが成功すれば、他の小学校

中学校にも展開するのか。

県内初の義務教育学校を開校

現時点で他の地域に広げる具体的な計画はない

が、岡山型一貫教育が推進できるカリキュラム

であるので、効果的な部分について発信してい

きたい。

地域振興基金の活用に関する計画や方針につい

て、都市整備局としてどのように考えているか。

基金を活用し周辺地域の公共施設の魅力向上

大変な事業であるため、仕組みづくりを含め、

事業を継続できるように頑張ってもらいたい。

地域の活性化は非常に重要であり、そのために

何ができるか、日頃から地域の意見を聞きなが

ら考えている。地域振興基金の活用のために計

画を作るという発想ではなく、地域の活性化に

寄与する優先度の高い事業に同基金を使えるよ

う関係局と調整していきたい。

・


